







































































































































































































[’a:]busjahara[zji アーブシャ/ハラジ 赤ちゃけた髪。 















’a[: アー 垢。 
[’a:]dari[ko アー/ダリコ 垢がたくさん付いた状態。 
x アーエ/フクエ 物のたくさんあるさま。 
[’a:gai アーガイ あかり。燈火。明るい場所。 
[’a:gajuN アーガユン 明るくなる。 
[’a:garasjuN アーガラシュン 明るくする。 
[’a:sa]N アーサン 赤い。 
[’a:miN アーミン 赤らむ。麦や稲の穂が熟して黄ばむ。 
x アーシ 樹脂の多い松のこっぱ。照明用。 







[’a:]cji _[’a:]cji アーチ/アーチ（幼）あんよ【歩くことも】。 
[’a:]du[: アードゥー かかと。（古）「あくと」。 
[’a:]tu[cji アートゥチ 夜明け頃。（古）「あかとき」。 





















x アイシレ 人のもてなし。（古）「あひしらひ」。 
[’ai]zjicju[N アイヂチュン 愛情がつく。 
[’a]icja: アイチャ あ、そうだったかの意の感動詞。 
[’ai]na[i アイナイ ありのまま。「アイナイ話す」。 
x アイノコ 釣り舟の一種。大正の頃大島から導入した。 
x アイムン 昔から家宝として、先祖の形見として伝わっている大切なもの。また、病
気が良くも悪くもならず長引いている状態。 
x アイヨー 羨望、感嘆の意を表す感動詞。 
x アカ・アッカイ 古語「あか」には仏に供える水、舟底に溜った水の意があるが、永
良部では後者の意味で使う。 
’a[ga]: アガ・アカラ・アイタ あ痛。 
アガ・アガン 他の語に冠して、あれ、あんなを意味する語。 
[’a]ga[sa アガサ あれだけ。あれほど。「おまえにアガサできるか」 
[’aga]sana[: アガサナー あんなにたくさん。あれだけずつ。 
[’aga]N[sji アガンシ あんなに。 
[’aga]Nsjiga[di: アガンシガディ あんなにまで。 
[’aga]N[sji_[sju:nu_[muN_[’aN]tu: アガンシ/シューヌ/ムン/アントゥ あんなに
するものだから。あれだから。 
x アガタ/クガタ あれこれ。 
[’aga]toka[ra アガトカラ/xクガト 遠い所からこっちへ。 
[’a]ga[nja アガニャ あんな。 
[’aga]numu[N アガヌムン あんな者。あいつ。 






’a[gajuN アガユン 上がる。日や月が昇る。雨がはれる。仕事を終える。 
’a[gari アガリ 東。 
[’aga]ridi:[sji アガリ/ディーシ 母屋の東側の戸口。 
x アギ 陸。 
’a[gima:sjuN アギマーシュン せがむ。「子供にアギマーされて買った」。 
’a[kijuN アキユン 開ける。開墾する。「山をアキて畑にする」。 










x アグクミ/ウニシュ 二人ずつ手をつないでの鬼ごっこ。 
x アグ/クミン 仲聞を組む。 
’a[gu]sji アグ/シ 一緒に。 
’a[gu_[sjuN アグ/シュン〔アグする〕付き添う。 
’a[gu_[na]juN アグ/ナユン 一緒になる。結婚する。 
[’agu]hazji[ri アグ/ハジリ 仲間はずれ。 
[’agu]mizjira[sja アグ/ミジラシャ 友達好き。 
[’a]ku[se アクセ 倦怠。退屈。「そんなに早くアクセしてはいけない」。 
x アクゾ/ムクゾ みそくそに言うの「みそくそ」にあたることば。（古）「あくぞもくぞ」
（役に立たぬもの。人の欠点短所）。 
’a[ku]ta_cji[ku]ta アクタ/チクタ 芥の畳語的表現。ごみあくた。役に立たぬもの。 
[’aku]ta[mu_[cjiku]ta[mu アクタム/チクタム「猫も杓子も」にあたることば。 
[’a]gu[ne,[’a]N[za アグネー・アンザ あぐら。「ヰンガヰー」(男座り)とも。 




























[’agu]mi[N アグミン 足でよじのぼる。 






’a[za= アザ あざ。ほくろ。両者ともアザという。 
[’a]sa[i アサイ あさり貝。潮干狩り。（古）「あさり」（山野、水辺を食物を得ようと探
しまわる）。 
[’asa]izji[ru アサイジル 貝をだしにした味噌汁。 
x アサイ/クジ 人の欠点や旧悪などをほじくりだすこと。「何年も前のことまでアサイ
クジするな」。 





’a[sasa]N アササン 浅い。貞操観念が薄い。 
[’a]sa[ti アサティ あさって。 
[’asa]ju[N アサユン あさる。物を探すためかき回す。 










[’asji]zja[(:)[ アシジャ あしだ。下駄のこと。 
x アシチギ あしつぎ。踏み台。 
[’asji]ju[i アシユイ 足休め。遠行の途中、どこかに立ち寄って一休みすること。 
’a[sji] アシ 汗。 
[’asji]Fa[i_[mizji]Fa[i アシフヮイ/ミジフヮイ〔汗流れ水流れ〕汗が盛んに流れる
さま。「アシフヮイミジフヮイして坂をのぼった」。 
[’asji]Fa[ja アシフヮヤ 汗っかき。 
[’asji]mi[zji アシミジ〔汗水〕汗。 
アジ 他の語に冠して「交差」を意味する語。 
[’azji]mi[cji アジミチ 道の四辻。 
[’azji]ju[N アジユン 交差させる。 
’a[zji] アジ 祖母。婆さん。卑語は「アセ」。 
[’a]zji[gwa アジグヮ 祖父母の妹。． 
’a[zji_? アジ 魚のえら。（古）「あぎ」。 
’a[zji アジ普通「按司」の字をあてる。昔、奄美・沖縄の各地に割居していたと伝えら
れる支配者。 
[’asji]ku[i アシクイ 田畑に持って行く食事。ハルアシクイ（[haru]’asjiku[i 畑アシ
クイ）ともいう。また、豚・鶏のアシクイといって飼料の意に用いる場合もある。 
[’asji]kuimu[ge アシクイムゲ アシクイの準備。 




x アジクミ/ユウクミ 千鳥足。 
’a[jatui xアジトゥイ・アヤトゥイ 綾取り。二人向きあって、両手の指にかけた糸の輪
を交互に受けてなんらかの形を造る遊び。歌舞遊興。一人でもできる。 






’a[sjibiN アシビン 遊ぶ。 
[’a]sji[bu アシブ あせも。 







[’ata]’usu[i アタ/ウスイ 急に押すこと。 
[’ata]’uduru[cji アタ/ウドゥルチ 突如の驚き。 
x アタ/ブカイ急に深くなった所。 
[’a]te[(:)[ アタイ〔辺り〕近辺。集洛。 
[’ate]nu[cju アタイヌ/チュ 近所の人。 
[’ate]bat[te アタイ/パテ 集落近くの畑。 





x アタダシ もしか。万一。「アタダシけがでもしたら大変だ」。 
[’ata]da[ni アタダニ 急に。突然。 






x アダナシ あだんの気根から得た繊維。藁草履の緒などに用いる。 
[’ada]ni[zji アダニジ（植）しまあざみ。薬用になる。 
[’ita]bi[ku アタビク・xガーク かえる。【イタ-が当集落の言い方だと】 
[’a]ta[ra アタラ 惜しむべきこと。（古）「あたら」。 
’a[tarasjagi:sa アタラシャ/ギーサ 惜しそうなさま。 
’a[tarasja]N アタラシャン 惜しい。もったいない。 
[’ata]ramu[N アタラムン 惜しいもの。惜しいこと。もったいない。 
x アチアチトゥ〔明き明きと〕屋敷林などが、余計な枝葉を刈り取られてすっきりして
いるさま。人の明朗なさま。 
[’acji]kaimu[N アチカイムン 預り物。転じて居候のことも。 
[’acji]kaju[N アチカユン 預る。人を引き取って世話する。 
<m>[’acji]Ke[: アチケ（貝）しゃこ貝。 
’a[cjiko:juN アチコーユン 扱う。鳥獣魚類を解体する。 
’a[cjiko:raraN アチコーララン 調理することができない。手に負えない。「いたず
らばかりしてアチコーララヌ子供だ」。 
[’acji]ne[: アチネー あきない。買い物。 
’a[cjisa]N アチサン 厚い。 
’a[cjibukuri アチブクリ 厚いさま。厚着。「寒いのでアチブクリしてきた」。 
’a[cja] アチャ 父。お父さん。 
x アチャガユン 空が明るくなる。 
[’acji]ju[N アチユン 熱くなる。 
[’acji]ki[: アチキ〔熱気〕湯気。 
[’acji]Fa:[Fa アチ/フヮーフヮ 食物の熱いさま。 
[’acji]rasju[N アチラシュン 鍋・釜等に入れた物をあたためる。熱する。 
’a[ca_[na]ju[N アツァ/ナユン 熱くなる。 












x アチレユン 物を作ることを頼む。（古）「あつらふ」（頼んで作らせる）。 
’a[ca]N アツァン 暑い。 
[’a]ca[me(OK) アツァミー〔暑さ思い〕暑がり。 
x アテ 当て。存知。 
’a[ti_[’a]N アテ/アン〔当てある〕知っている。「知る」にあたる方言はない。 
’a[tinasjimuni アテナシ/ムニ でたらめな言葉や話。 
’a[tinanu_’u[cjini アテナヌ/ウチニ 知らないうちに。知らず知らずに。 
’a[tinanu_[ho]N[ka アテナヌ/ホンカ 知らないふり。 
’a[tinaN アテナン 知らない。 










’a[namiN アナミン 甘える。 
’a[namimuN アナミ・アナミ/ムン 甘えん坊。 
x アナミコーミ 甘えるさま。 
’a[naminacji アナミ/ナチ 甘え泣き。 
’a[namiFui アナミ/フイ 甘え声。 




[’a]na[nu]_ku%tu アナヌクトゥ あらぬこと。事実無根のこと。 
’a[ni=,’a[nimusji アニ・アニムシ 蟻。 
[’a:]niku[de:[(OK) アニクデー・xウシクデー・xヤンバルデー（植）りゅうきゅうち
く。 
<m>’a[ni,[mi]: アニ・アニョ 兄。兄さん（ただし廃語）。 






’a[batijuN アバティユン あわてる。 
[’aba]tiko:[ti アバティコーティ あわてるさま。急ぐさま。 
[’a]ba[sji アバシ（魚）はりせんぼん。 
[’aba]sjizji[ra アバシヂラ〔はりせんぼん顔〕ふくれづら。 
[’abi]ju[N アビユン 呼ぶ。誘う。招待する。声を張りあげて歌う。 
x アビヤテーヤ 大声で呼ぶさま。 
[’ahjo]da[ri アヒョ・アヒョダリ 着物の前をだらしなくはだけていること。 
[’abi]ru[ku アビルク 大声。グスク（内城）字の人は声が大きいというのでグスクア
ビルクということばがある。 
x アブイク 餅網。てっきゅう。 
[’a:]bu[sji アブシ 田の畔。田の境をなす土堤。 
[’a:]busjimaku[ra アブシ/マクラ 稲が豊作でアブシを枕に穂が垂れているさま。 
x アブシ/ミンジョー 案山子。 
’a[bune アブネ 危いところだったの意。あやうく。 
[’abu]ra[(:)[ アブラ 油。石油。粥の上にできる膜。 
[’a]ma[mu アブラ/アマム やどかりの一種。 
x アブラ/イシ 肉の白身に似た色をした滑らかな石で、火打石として、利用された。 




[’abu]ra[ti_? アブラ/ティー〔油手〕豚飼いの上手な女性。【再調査では x】 
x アブラ/バナシ・アブラ/ムニ 色話。猥談。 
x アブラ/ムシ なめくじ。胃癌の薬たったという。 
x アブラ/ムン 助平者。 
’a[burijuN アブリユン 溢れる。 




[’a]Fa[sa]N アフヮサン 淡い。水っぽい。調味料が不足しているときの昧。 




x アヘユン 酒や酢などの気が抜ける。 
’a[ma] アマ 母。お母さん。自分の妻をさしていう場合もある。 






















’a[mabire アマビレ 甘ったるい味。【うす味】 
x アマタニ 蕪の花が咲きそうな頃、根部の大部を切り去って、上部のみを埋め直して、
それから採取した種子。そうしたほうがよい種子が採れるという。 
[’ama]tahji[bu アマタヒブ 蛇の一種。 














[’ama]ju[N アマユン 叱る。 
’a[maza_sju[N アマンザ/シュン 寝ぼけて、あちこち歩き回る。 
[’a]mi[: アミ 雨。 
x アミヌ/クヮ〔雨の子〕ぼうふら。 
[’ami]huiba[na アミフイ/バナ（植）〔雨降り花〕さふらんもどき。 
x アミジ 夜光虫の一種。 
[’ami]na[sji アミナシ 非常にたくさん。 
x アムレ・アムレヲゥナグ 天降り女。天女。 
’a[me]sjita アメ・アメガディ・アメシタ あんまり。 
’a[me]do[ja]: アメドヤー あんまりだぞ。目に余る言動に対して発する言葉。 
’a[ja] アヤ 姉。姉さん。ネンネ [neNne=とも。 
[’a]ja[gwa アヤグヮ 二人以上の姉のうちいちばん年下の姉。 
x アヤマ 自分より年長の良家の婦人に対する呼称。アヤシとも。 
’a[jakasjuN アヤイへーイ/シュン・アヤカシュン 妖怪が人をたぶらかす。（古）「あや
かし」（海上に現われる妖怪。不思議なこと、奇怪なこと）。 
’a[jakasajuN_? アヤカサユン 妖怪にたぶらかされる。 
’a[jakajuN アヤカユン あやかる。 
x アヤビチ（魚）ろくせんすずめだい。 
’a[josaN アヨサン すばしっこい。牛馬などがあばれて扱いにくい。 




’a[razjibate アラジ・アラジバテ 新しく開墾した畑。 
’a[rabe(OK) アラ/べー〔新南風〕悔雨終了後に吹くさらっとした気持ちよい南風。 
[’ara]gi’ara[gi アラギアラギ 複数の人や物の大きく立派なさま。 






’a[rabacji アラッパチ 乱暴。 
’a[ri= アリ あれ。あの人。 
’a[ri’i:_Fu[ri’i: アリイー/フリイー あれ言いこれ言い。話にとりとめのないさま。 
’a[rikami_Fu[rikami アリカミ/フリカミ あれを食べこれを食べ。 
’a[risji_Fu[risji アリシ/フリシ あれをしたりこれをしたり。 
[’a]ri[ta アリ/タ あれら。あの人達。 












[’aN]guta[mi アンクタミ ままごと。 
[’aN]gutamisjigu[tu アンクタミ/シグトゥ 気散じ程度の軽い仕事。 
[’aN]gutamido:[gu アンクタミ/ドーグ ままごと用具。 
x アングヮ いも虫。 
[’a]N[za,[’a]gu[ne アンザ〔安座〕楽な座り方。あぐら。アグネー。 





x アンディル あんどん。 
x アンドゥ 飽きること。安心。「安堵」の転か。 
x アンドゥ/イビリ すっかり飽きはてること。 
x アンニャ（植）つるのはげいとう。たんぼに生え、細長い葉は食用になる。 
[’aN]nu[zjo:(OK) アンヌジョー 案の定。予想したとおり。 











x イー 胆汁。（古）「い」（胆）。 
’i[: イー 錐。 
[’i:イー 西。 
[’i:sjima イーシマ 島の西部。すなわち田皆字方面。 
イー 他の語に冠して「言」の意を表わす。 
[’i:gurusja]N イー/グルシャン 言いにくい。 
[’i:]kurusju[N イー/クルシュン こっぴどく言う。 
[’i:]takurasju[N イー/タクラシュン 思う存分言う。 
[’i:]cjikiju[N イー/チキユン 言いつける。告げる。訓戒する。 
x イー/チョーシュン 言いかわす。約束する。 
[’i:bakurasjuN イー/バクラシュン 言いちがえる。 




[’i:]zja[ni イージャニ どもり。どもりのまねをするとどもりになるという。 
[’i:]cji[(:)[ イーチー 魚のうろこ。頭のふけ。（古）「いろこ」（うろこ・ふけ）。 
[’i:]cja[(:)[ イーチャー 板。織機に渡して腰かける板。 
[’i:]cja[bu イーチャブ 二か所に綱をかけ、その下部に板を渡したぶらんこ。 
x イーチャグ 竹を編んで茅屋根の押さえとするもの。 
[’i:juN イーユン 入れる。他の語に付けて「取り入れる」等の用法はない。 
’i[ka= イカ（魚）いか。刺身・味噌漬けにする。墨の汁をつくる。 
’i[kaido!ja: イカイドヤー いいねえ。羨ましいね。 
[ho:rasja イカラシャ/ホーラシャ 人が寄り集って祝い喜ぶさま。 






[’ik]ka[(:)[ イッカー 幾日。何日。【「今日は～」】 
[’iku]ke[: イク/ケ 何回。 
[’iku]ta[i イク/タイ 何人。（古）「いくたり」。 
[’iku]saN(OK) イクサン 小さい。幼い。 
[’iku]saFui[sa イクサ/フイサ〔小大〕大小。 





<m>’i[sake イサケ いさかい。けんか口論。 






[’isji]garami[:[ イシガラミー 石ころの多い道。 







’i[sjima:mi: イシ/マーミー 熟しすぎて石のように固くなった豆。 
’i[sjimimi イシ/ミミ〔石耳〕非常に遠くなった耳。 
x イシ/ワラビ（植）てんのうめ。盆栽にする。 
’i[zji= イジ 意地。意志。勇気。気概。 
x イジイジトゥ 勇気・気概のあるさま。 
’i[zjizju:sa]N イジヂューサン・イジドゥクサン 意志が強い。意地っ張りだ。 
’i[zjinasja イジナシャ 意気地なし。 
’i[zjimuN イジムン 勇者。【むしろ、賢い者】 




[’izji]gu[sji イジグシ 茅の茎を投げてその距離を競う遊び。 
x イシジ（魚）和名不詳。さしみとして美味。 
x イジヌチ 作物の生長の遅速。 
’i[zji_[haro]ju[N イジハロユン 出はらう。【「行って払う」に対応】 
[’izja]gu[sji イジャグシ 皮膚に刺さった木や竹の細片。【とげ】 
[’i]sja[sju イシャシュ 医者。「シュ」は敬称であるが殆ど一語のように熟している。 





[’izji]ju[N イジユン 出る。 
’i[sjo: イショー 衣裳。着物。晴着。 
[’isjo]ni(OK) イショーニ 常に。 
<m>[’ita]cji[ki イタチキ〔板付け〕くり舟に対して板を組み合わせて造った舟。 
[’i]ta[ba イタバ 板前。料理人。 
’i[taburi,’i[taburimuN イタブリ・イタブリムン ぼんやり者。 
’i[taburiko:buri イタブリ/コーブリ ぼんやりしているさま。 
’i[taburijuN イタブリユン ぼんやりする。気落ちする。 
’i[cji] イチ 息。 
[’icji]kucji[sa]N イチ/クチサン 息苦しい。窮屈だ。 
’i[cji_cji[cjuN イチ/チチュン 息をつく。一安心する。 
[’icji]zjiriju[N イチヂリユン ぜんそくなどで喉をぜいぜいさせる。 
[’icji]sjiga[sa]N イチ/シガサン 呼吸がしにくい。 
[’icji]zjiritami[cji イチジリ/タミチ 喉をぜいぜいさせるさま。 












[’i]cji[mu イチム いつも。ふだんに。 
[’icji]muhacji[mu,-hui[mu イチム/ハチム・イチム/フイム いつも。 
’i[cja: イチャー どう。（古）「いかん」。 
’i[cjaka イチャカ どうか。 
[’icja]kahui[ka イチャカ/フイカ 色々様々。 
x イチャケ 何回。 
[’i]cja[sa イチャサ どのくらい。いくら。 
[’icja]sa[mu イチャサム いくらも。いくらでも。 
’i[cjasji= イチャシ どうして。 
[’icja]sji[mu イチャシム どうしても。 
[’icja]sjimuha:sji[mu イチャシム/ハーシム・イチャシム/フイシム どうしてもの強
意。どうでもこうでも。 
’i[cja:_sjaN[te イチャ/シャンテ 如何しても。どうしても。 
[’i]cja[te イチャテ どのくらいの価格。 
[’icja]na[ge イチャナゲ どのくらいの日時。 
[’i]cja[nja イチャニャ どう。 
[’icja]nja[nu イチャニャヌ どんな。 
x イチャニャ/ハニャ どう。 
’i[cjaha イチャハ どうこう。 
[’i]cja[mu_na[N イチャム/ナン どうもない。なんともない。 
[’i]cja[mu_ha:[mu イチャム/ハーム どうもこうも。 
’i[cjajo]: イチャヨ どうか。どうだ。 
’i[cjaNbe_[na]:[nu_[muN= イチャンベ/ナーヌムン どれ程もない者。お高く構え
ている人への反撥を示す語。 
[’i]cja[sa]N イチャサン 少ない。 
x イチャヒャ（植）いぬびわ。 
[’icja]N[da イチャンダ 徒労。無駄。（古）「いたづら」（役に立たない状態）。 
[’icja]Ndazji[N イチャンダ/ジン 無駄金。 
[’icja]Ndamu[N イチャンダ/ムン 役に立たない物。 
’i[cju] イチュ・イトゥ 糸。絹糸。【糸の意。絹糸は [kinu]’i[cju】 
[’icju]’isjo[: イチュ/イショー 絹の着物。 












<m>[’icju]ma[(:)[ イチュマ・イトゥマ 暇。（古）「いとま」。 
[’icju]na[sja]N イチュナシャン 暇がない。忙しい。（古）「いとなし」。 
’i[cjumiN イチュミン いきむ（お産の際など）。 





’i[cjicji イチチ 行き来。往復。交際。 
’i[cjojuN イチョユン 行き会う。尋ねて行って会う。 
[’icjo]ju[N イチョユン 御馳走する。 
イッ 他の語に関【冠？】して「一」の意を表わす。 




x イッチ 一番。「これがイッチ良い」。 
x イッチャビラ 一張羅。 








x イッカイ 錨。穴のあいた石を利用した。 








らは帰郷し、与論島の人々 [juN]nu[cju がこれに代わった。 
x イナバ・イナバムン おてんば。 





[’i]nja[ra イニャラ 稲の茎。 
[’inja]rana[zji[ イニャラナジ〔イニャラ薙ぎ〕稲刈り。 
x イニャ〔猪脚?〕織機の織った部分を巻き取る棒。 
[’inju]ju[N イニュユン 祈る。同じことを何度もぶつぶつ言う。 
[’i]nu[(:)[ イヌ 犬。 
[’i]nu[tu_[mja(cf.猫は[mja:]）イヌトゥ／ミャ（諺）犬と猫。仲の悪いことのたと
え。「AさんとBさんはイヌトゥミャだ」。 
x イヌジ 小蛸。 
<m>’i[no イノ 環礁と陸地の間の海。 
[’i]ba[sa]N イバサン・シバサン 狭い。 
[’iba]sji[cji イバシチェ 狭くて窮屈なさま。 
[’iba]sjicjima:sji[cji イバシチ/マーシチ 狭苦るしいさま。 
’i[bi= イビ 普通は伊勢えびを指す。 
[ta]na[ga(’ibi- は付けない方が普）イビタナガ 川えび。 
x イビ 溜池から田に水を汲みあげて溜めながら流す所。そこからの流れ口をイビグチ
という。 
[’i]bi[ra イビラ 大鍋に用いる大型のしゃもじ。 
[’ibi]riju[N イビリユン 飽きる。 
[’ibi]rikusariju[N イビリ/クサリユン 飽きはてる。 
<o>[’ibi]riko:bi[ri イビリ/コービリ 飽きはてたさま。 
x イフ粉状の黄褐色の土。地下水等によって運ばれてきた砂礫まじりの土。 
’i[busjiki イブ・イブシキ 腹の突き出ていること。【太って】 






x イベリユン 魚や肉類を食べることによって腫物が悪化すること。 










[’imi]ju[N イミユン 催促する。ねだる。 
x イメー 意味。由緒。いわく。 
x([’ja]: は玉城方面で使う）イャー おい。同輩や目下に対する呼びかけのことば。 
[’ja:= イャー 石を割る鉄のくさび。 
[’ju:= イュー 魚。(古)「いを」。 
[’ju:tuibuni イュー/ツイブニ 魚釣り舟。 
[’ju:]tu[ja,[ju:]tui[ja イュー/トゥヤ 釣り好きな人。漁師。 
[’ju:numi イューヌミ 魚の目【足の】。xいぼ。 
[’juN イュン 言う。入る。要る。射る。 
’jo[:[ イョー 櫂。 


























x インヌ/カミ 犬の神か亥の神か不明。めでたい神だったという。 
[’iN イン 十二支の戌。【干支でのみ用いる。[’iN]nutusji[(:)[】 
[’iNzjigami インジガミ 沖縄から移入する蓋付きの納骨甕。 












x インニャゴ おしめ。 






[’ui ウイ 上。 












[’ui]cjikiju[N ウイチキユン 追っかける。 
[’uicjicjuN ウイチチュン 追いつく。追い越す。 




[’ui]ju[N ウイユン 起きる。 
[’ui]ru’ui[ru ウイル/ウイル 起きたはな。【起きてすぐ～する】 



















[’ui]zju[N ウイジュン 泳ぐ。 




[’u]i[bi ウイビ 指。（古）「および」。 
[’uijuN ウイユン 植える。 
[’ui]ke:sju[N ウイケーシュン 植えかえる。移植する。 
[’ui]ju[N ウイユン 果実・藷・漬物等を食べやすいようにざるや皿、または掌等に分
け移す。 
[’ui]ju[N ウイユン 成熟する。 
[’ui]ki[ri ウイキリ 熟しきったもの。ませた子供。 
[’u:gutu ウーグトゥ おおごと。たくさん。 
[’u:]sju[N ウーシュン 負わす。牛馬や車に荷を載せる。 
x ウーシュン 動詞につけて、そのことができるのを表わす。「持ちウーシュン」は持つ
ことができる。否定形は「ウーサン」。 
[’u]:[he ウーへ 横柄。 
[’u:juN ウーユン 追う。人を【見】送る。借りた器具類を返す。贈るは  ウクユン 
’u[kujuN。 
’u[kabjuN(OK) ウカビユン 浮かべる。うわつく。浮き浮きする。 
<m>[’ukkabi ウカビ・ウッカビ 軽薄な者。 
x ウキイュー〔浮き魚〕海面近くを泳ぐ魚。 
[’uki]ju[N ウキユン 受ける。田畑を借り受ける。承諾する。 
’u[kui,ha[ka’ukui ウクイ〔送り〕葬送。家で祭祀をした後に霊を墓へ送ること。そ
の際祭壇の神酒・洗米は携えて行って墓前に供える。ウンヂャク [’uNzjakuともいう。 















’u[sji] ウシ 臼。古い臼を割って薪にするときは、隣近所に分けて燃さねばならない。 
’u[sji ウシ 安心。「それを聞いてウシした｣’u[sji_sja%N。 
’u[sji= ウシ 牛。牛に乗るものではないとされる。農耕用に牛と共に人を雇った場合の
賃金は牛一頭が人二人分である。牛の形をした妖怪をxフーシジという。 
’u[sji’o:sji ウシ/オーシ 闘牛。闘牛用の牛はオーシウシ [’o:]sji’usji[:。 
x ウシ/クスイ〔牛薬〕牛肉を入れた濃い味噌汁。栄養食という意味でこういう。 
[’usji]nja[ka ウシニャンカ 子牛。 
’u[sjinusudu_[muni]hjiN[zji ウシヌスドゥ/ムニヒンジ〔牛盗人嘘言〕大嘘。昔は
牛を盗むことが最悪の盗みだったことからきたことば。 
[’usji]nu[cji,’u[sjinu_cji[: ウシヌ/チー 牛の乳。牛乳。 










[’usji]cjikiju[N ウシ/チキユン おしつける。押す。 
’u[sjicjikini_sju[N ウシチキニ/シュン〔おしつけにする〕人を押さえつけにする。 
[’usji]ma:sju[N ウシ/マーシュン 押し負かす。克服する。 
’u[sjagijuN ウシャギユン 押し上げる。物を差しあげる。 
’u[sjagimuN ウシャギ/ムン 目上に対する贈物。 
x ウシクギー（植）あこう。つぼみは食用となる。 




x ウシャガユン 上座にまかり出る。 
[’u]sja[zja ウシャジャ なまこの一種。 
x ウシャリ かつて庶民が上層の主婦をさした敬称。 
’u[sju] ウシュ 後ろ。陰口。「人のウシュ言うな」。 












’u[zjugurumja ウジュグルミャ 白黒まだらの猫。 







x ウズ 海うなぎの巨大なもの。大きく肥えた人をウズのようだという。 
x ウズミン お目覚めになる。 
’u[sujuN ウスユン 圧さえる。押す。覆い隠す。埋める。鶏が卵を抱く。 
’u[sebacji ウセバチ 広くて浅い陶器の丸鉢。祝宴の際ヒムヌ（はさみ肴）を盛る。 
x ウセユン 強姦する。 
’u[sonojuN ウソノユン 失う。紛失する。類似語のウトゥシュン [’utu]sju[Nやフヮ
ントゥシュン [FaN]tusju[Nは主に戸外で失うことをいう。 
’u[ta= ウタ 歌。 










’u[da] ウダ どこ。 
[’uda]kaFui[ka ウダカ/フイカ どこそこ。 
’u[da]cji_jo: ウダチ/ヨ どこへ（行くの）か。道で合ったときのあいさつの一つ。
敬語は「ウダチディロヨ」（どちらへですか）。 
[’uda]nimuFuini[mu ウダニム/フイニム どこにもそこにも。 
[’u]ta[ti(OK) ウタディ わざと。 
[’u]da[nu ウダヌ お頼み。お願い。「ウダヌします」。 
ウチ・ウッ 他の語に冠して「打」の意味を表わす。 
[’ucji]’a[mi（のみ）ウチ/アミ・スジ/アミ〔打ち雨〕横なぐりに家にはいり込む雨。 
[’ucji]kurusju[N ウチ/クルシュン 打ち殺す。打ちのめす。 
[’u]cji[ge（ただしtujuNは使わないらしい）ウチゲ/トゥユン〔打ちがえりとる〕赤
ん坊が仰向けの姿勢から自力で這う姿勢になること。成長の一つの目印とされる。 
[’ucji]zji[: ウチジー 打撲を受けてその際は何ともないが、後になって悪化すること。 
[’ucji]zjasju[N ウチ/ジャシュン〔打ち出す〕言いだす。歌いだす。 
[’ucji]na:sju[N ウチ/ナーシュン してすませる。仕事をかたづける。 
x ウチナギ/へーナギ 乱暴に人に物を投げ渡すさま。 
’uc[cje]tada%cji ウッチェ/タダチ 打ったり叩いたりするさま。 
’u[cji] ウチ（古）「おき」（赤くおこった炭火）に同じ。 
[’ucji]tu[i ウチトゥイ〔おき取り〕たばこぼん。 




x ウチヌ/クンボ 起きあがり小法師。 
’u[cjagajuN ウチャガユン 浮きあがる。浮かれる。有頂天になる。 
[’ucja]miju[N ウチャミユン すねる。 
[’ucju]cju[N ウチュン・ウチュチュン 置く。仕事を中止する。 
x ウチへー まき餌をした所に釣り糸を投げ置いて魚のかかるのを待つ漁法。 




[’u]cju[cji_[’u]cju[N ウチュチ/ウチュン 置いておく。 
[’u]cju[N ウチュン 物を容器から他の容器に移す。 
’u[cjo]juN(OK) ウチョユン 兼ね備える。「彼女は顔も気だてもウチョティ良い」。 
’u[cjiNcjuN ウチンチュン うつむく。 
’u[cjiNkanibui ウチンカ/ニブイ 伏せ寝。 
[’u]cu[i ウツイ〔移り〕勘。理解力。 
[’ucu]ra[N ウツラン 話が通じない。意が通じない。 
’uk[ka ウッカ 借金。負債。 
’uk[ka_[habu]ju[N ウッカハブユン 負債をもつ。 
’us[sa]N ウッサン みにくい。 
[’us]sa[gi ウッサギ みにくい者。不美人。 
x ウッチェ/マッチェ ものが人にまつわりつくさま。 
x ウッチャミ/ヒッチャミ 人の言うことを悪意に受けとるさま。 
’u[di] ウディ（植）かぶら。【腕と同音】 
[’uti]ju[N ウティユン 落ちる。 
[’uti]cji[ki ウティチキ〔落ちつき〕十分に。「御馳走をウティチキ戴いた」。 
[’uti]cjicju[N ウティチチュン 落ちつく。心の底まで満足する。 
’u[ti]cjiri ウティチリ〔落ち散り〕穀物や食べ物の落ちこぼれ。 
x ウトゥシイリ〔落とし入れ〕団子を入れたぜんざいようの食物。 
[’utu]sjiko:[sji ウトゥシ/コーシ 物をぼろぼろこぼすさま。 
[’utu]sjicjira[sji(OK) ウトゥシ/チャラシ 落とし散らし。 
[’u]cju[N(OK) ウティユン 藷などを煮た鍋から食べやすいように他の容器に分け移す。 
[’u]tu[: ウトゥ 年少。弟妹。性の区別なくウトゥという。また、えな（胞衣）の意に
も使った。 
[’u]tu[zja,[’utu]zjabu[ra ウトゥジャ・ウトゥジャブラ 兄弟姉妹。 





[’u]tu[ge ウトゥゲ 下あご。（古）「おとがひ」。 






[’u]tu[rja]: ウトゥリャー 恐ろしや。驚嘆すべきことに対して発することば。 
[’u]do[: ウドー どら。どれ。しまった。 
x ウドー〔横道〕大胆。横着。 
’u[domuN ウドニ/ムン・ウド/ムン 横着者。 
’u[domuni ウド/ムニ 横着なもの言い。 
’u[donasa]N ウドナサン 横着だ。ふてぶてしい。 
x ウドゲーユン 横着な態度を示す。 
’u[tojuN ウトユン 歌う。鶏がときを告げる。 
’u[to]rijuN(OK) ウトリユン 卒倒する。 
<o>[’una]ni[: ウナニ 牝牛。【[mi:]’usji[:が普。雄牛は[wu:’usji】 
[’una]N[za,[’una]niN[za ウナンザ・ウナニンザ 貴様。人をののしることば。 
’u[ni= ウニ うに。食用になるのはしらひげうに。 
’u[ni] ウニ 海。 






x ウニバチ うにの一種で人を刺し有毒。 
x ウニフヮイ/ホーフヮイ 潮干狩りやのり摘みのため海浜を歩き回るさま。 





[’uni]ba[sji ウニ・ウニバシ 鬼。 
x ウニシュ 鬼ごっこ。 
<m>’u[ba= ウバ 刳り舟。大正の頃から、沖縄から移入するようになった釣り舟。在来
のものより舟脚が早く転覆しても簡単に復元できた。xサバニともいう。 






















[’u]hja[sa]N ウヒャサン 性格が大まかである。 




’u[bukurijuN ウブクリユン 溺れる。 
’u[busa]N ウブサン 重い。 
’u[busa: ウブーサ（幼）幼児を両手で高く差しあげながら言うことば。 
x ウブ/ウブトゥ 人に重みのあるさま。威厳のあるさま。 





’u[bejuN ウベユン 水を加えて焼酎の度や風呂の温度をさげる。 
<m>[’umi]gwa[:[ ウミグヮ〔思い子〕愛し子。日常語でなく歌語である。 
’u[mi]ke:juN(OK) ウミケーユン ごらんになる。お目にかける。 
[’umi]cjizji[nu ウミチ/ヂヌ〔御神酒膳〕葬式の際、水と御神酒と洗米を載せる膳。 




[’u]mi[N ウミン 穀物・果実・腫物等が熟する。 
[’u]mu[(:)[ ウム 甘藷。さつまいも。（古）「うも」（イモの古名）。 
x ウム/クジ 甘藷の澱粉。ウムヌ/シンとも。 
[’u]mu[ke ウム/ケ 藷粥。藷だけのあるいはそれに粟・米などを混ぜた粥。 
[’umu]sji[ru ウム/シル 藷の煮汁。豚の飼料となる。 
[’umu]se:ma[gu ウム/セーマグ 藷を食事にする際に入れる小型のざる。 
[’u]mu[:_[Cja:]ju[N ウム/チャーユン藷を掘る。【[Cja:]ju[Nは畑などを掘る意
も】 
[’umu]du:[sji ウム/ドゥーシ 藷入りの雑炊。「ウムミシジ」とも。 
[’umu]numuc[cji ウムヌ/ムッチ 生藷から出る粘っこい汁。【白くて取れにくい】 
[’umu]me[: ウム/メー 藷入りの御飯。 
[’umu]wa:[sji ウム/ワーシ 藷を野菜類と共に煮こんだ食物。 
[’uN]ba[ni ウンバニ 煮た藷をこねただけの食物。 
[’umu]ka[zji[ ウムカジ 面影。「面影が立つ」という言い方をする。 
x ウムキダギ（植）かんこのき。 
[’umu]sju[N ウムシュン 蒸す。 
[’umu]sjiwu[i ウムシ/ヲゥイ〔蒸し桶〕せいろう。 








[’uja]bi[re ウヤビレ 親への仕え。孝養。 
[’uja]masai[gwa:[(OK) ウヤマサイグヮー 親まさりの子。 
[’uja]wazjire[gwa: ウヤ/ワジレグヮ 老後の親の世話をすべき子。普通は長男。 
[’u]ja[ho ウヤホ 祖先。高齢の人にもこういう。 
’u[juN ウユン 売る。 
’u[ra= ウラ おまえ。ただし、「ウラ」は「おまえ」よりは幅が広い。方言で「ウラ」
と言える相手にでも共通語で「おまえ」とは言いにくい場合がある。【目下に】 
[’u:]cja ウーチャ おまえたち。 






’u[raN ウラン 居ない。 
[’u]N ウン 居る。 
[’u]ri[: ウリ 慈雨。 
’u[ri= ウリ・ウン それ。 
’u[rikusu ウリクス それこそ。 
x ウリタ・ウンタ それら。 
x ウリジム 旧三、四月の頃。かつて芭蕉の繊維を織るのに冬は乾燥して適せず、この
頃から織り始めたという。 
’u[ru’isji ウルイシ 珊瑚石の一種。 
[’uru]sju[N ウルシュン 下ろす。種を蒔く。 
x ウレシタ しまった。主として他人が失敗したときにかける声。エーシタとも。 










[’wa:]ga[sji ウヮーガシ 豚肉。塩漬けにして保存し、冠婚葬祭の際の御馳走とした。 



















x ウヮー/ブイ 着物の上に帯はしめないで重ね着する着物。 
x ウヮーラ 上流。風上。 
[’wa:cjiki ウヮーチキ 天候。「近頃ウヮーチキ悪い」。 
[’wa:ne ウヮーナイ 嫉妬。やきもち。（古）「うはなりねたみ」（先妻が後妻をねたむこ
と）。 
[’wa:ba ウヮーバ 余分。余計。 
[’wa:]basjigu[tu ウヮーバ/シグトゥ 余分な仕事。 
[’wa:]bazji[N ウヮーバ/ジン 余分な金。 
[’wa:bamuni ウヮーバ/ムニ 余計な言葉。 
[’wa:bamuN ウヮーバ/ムン 余計者。 
[’wa:]ju[N ウヮーユン・ウヮーヤ/シュン【動物が】交尾する。 
x ウワンウワン（幼）おぎゃーおぎゃーにあたる擬声語。 
x ウンゲ 馬具のおもがい。 
<m>[’uN]gezji[ra ウンゲヂラ 馬づら。長い顔。 
[’uNzumai ウンズマイ・ウンズメ 結局。とどのつまり。 





[’uN]buiko:bu[i ウンブイ/コーブイ 身ぶり手ぶりの多いさま。 






[’e: エー ああそうか。納得の意を表わす感動詞。 
x エーヘント 返答。 





[’e:]sjita(OK) エーシタ あっしまった。 
[’e]:[da エーダ 間。 
x エーダシラン・エーダナン 間をおかない。ひっきりなしだ。 
x エーヒレ・ヒレ 人とのつきあい。（古）「あひしらひ」（応対）。 
[’e:]ma[cji エーマチ あやまち。 
[’e:juN エーユン 開ける。明ける。開墾する。 





x オイク 櫂の一種。 
[’oisjuN オイシュン（着物を）お召しになる。（食物を）召しあがる。（物を）差しあ
げる。 
[’oi]zjira[sa]N(OK) オイジロサン おっとりしている。気が良い。 
[’oi]ta[cu オイタツ お手玉遊び。お手玉は砂や小石を小布に包んで縫う。「おひとつ」
の転か。 
[’oi]cju(OK) オイチュ 富者。 
[’oi]ju[N オイユン 分ける。 
x オイマタ 川や溜池から水をそれぞれの田に配分する小溝。 
[’o: オー 泡。 
[’o:]Fu[cja オーフチャ〔泡吹き者〕自慢する者。 
[’o:_[Fu]cju[N オーフチュン 泡を吹く。【蟹などが。また自慢する意も】 
[’o:]mu[i オームイ 泡盛り。沖縄の焼酎の一種。【作った】 
















x オークブチ あわの穂を摘み取って俵に詰めて保存しておくもの。 
[’o:kaNcjiburu x オーカン・オーカンチブル 頭骸骨。【頭が空っぽの人にも】 
[’o:kaNzjiru オーカンジル 野菜の入っていない汁。【汁だけ】 
x オーギ（植）あこう。 









[’o:]bukuriju[N オーブクリユン 青々と茂る。 
x オーマムシャ 青虫。鶏の好物である。 











<o>[’o:]zjina[gi オージナギ ぶらんこ。 
[’o]:[sja]N オーシャン 危い。 
[’o]:[sja,[’o:]sjagi:[sa オーシャ/オーシャ・オーシャ/ギーサ 危さそうなさま。こ
わごわ。 
[’o:sjuN オーシュン 根菜・魚・肉類に塩をもみ込む。 
[’o:]sju[N オーシュン 合わせる。会わせる。闘わせる。加える。比べる。 
x オージラン 応じない。ふさわしくない。手に余る。力に余る。 





[’u:]do(OK) オード 大きな。「オード人」。[’u:]do_%cju:= 
[’o:tokuribu,[ku]ri[bu オートクリブ みかんの一種。旧盆の頃食べられ美味である。
屋敷内に植える。 
[’o:haza オーハザ かびくさい匂い。 
[’o]:[bi オービ あわび。 
[’o:]rima[sja]N オーリマシャン 羨ましい。 
[’o:rijuN オーリユン 漬物等がよくつかる。味噌が時を経て食べ頃となる。 
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